
 抗がん剤の副作用で髪

が抜けることは知られていま
す。しかし髪だけではありま
せん。まつ毛や鼻毛も抜け
てしまいます。なくなって初め
て気づく小さな毛の役割と
有難さ・・・ しかし、毛が抜
けて便利なこともあります
よ！今まで面倒だった無駄
毛の処理はしなくてすみま
す。こちらは、初めて感じる
うれしい有難さです。 

  

  

  

一時脱毛？  
No.３ さっちょこ 作 

 1年に３回講演会などを中心とした、イベント型の

「こころの駅舎」を開催しています。 
 ８月は、ハワイアンとフラダンスで癒しのひと時をお過
ごしください。演奏とダンスで、ハワイの風を感じること
間違いなし！後半は参加者同士の交流と相談の時間
です。日頃感じている不安や悩みも、皆さんとの 
関わりの中で、解決することがあるかもしれません。 

 ４月は、がん患者さんとご家族に

体験を語って頂きました。 

 自らの抗がん剤治療や、その後の
医療者との関わりについて語ってく
ださった方は、現在医師や看護師 

を目指す若者たちに体験を語ることに使命感を感じ
ておられました。またある患者さんは、ピアサポーターの
活動を通して、がん患者として、人として生きることの
尊さを伝えてくださいました。乳がんで娘さんを亡くさ
れたご家族は、「ピンクリボン活動」の実際を語ってく
ださいました。がんと向き合う事は、3人にとって幸せな
体験とはいえなかったかもしれません。しかし人生を精
一杯生きている皆さんは、輝いて見えました。 
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■ 毎月第４木曜日 
 

■ 開催形態 
    イベント型（4月、8月、12月） 

  定   期   型（上記以外の月） 
 

■ 東広島芸術文化ホール 
        くらら 
  東広島市西条栄町7番19号 

“あるある”ネタ大募集！！ 

    がん患者さん・ご家族・ 
支援者を問わず、これまでに

経験した、「こんなことあるよね

～」という“がん あるある体験”

をご紹介ください。 

 “あるある”かわら版を通して

みんなでがん体験を共有する

ことが、 “がん”を乗り切る力

になれば・・・と考えています。 

 

 がん患者 
 “あるある”かわら版 

第 ３ 号 


